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「共に学び、そして実践しよう」

本日の例会

村山デエダラまつり

10/21（土）・22（日）

次回の例会

全員クラブ協議会

２０１７～１８年度ＲＩテーマ

【第２１９５回例会週報】２０１７年１０月１８日（水） 司会 原田 友義 SAA会場運営委員

点 鐘 波多野 晃夫 会長 会務報告 波多野 晃夫 会長

斉 唱

奉仕の理想
ソングリーダー
内野 均 会員

来客紹介

〇萩原 道雄 様 ＜卓話講師＞
（第2750地区 会員委員会 クラブ情報委員会委員長)
（東京世田谷南ＲＣ）

出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 24名 78.13% な し

〇事前メーキャップ
木内 敬三九 会員（RILA）

〇出席免除会員
比留間 市郎 会員
榎本 昭 会員

〇地区在京青少年奉仕全体会議議事録が届い
ています。

〇米山記念奨学会より
・2016年度 決算書
・事業報告書（2冊）
・創立50周年記念DVDが届い
ています。

〇ハイライトよねやまVol.211が届いています。

〇13日には多摩分区の親睦ゴルフ大会があり
ました。雨天にもかかわらず、11名が参加
し雨の中頑張ってきました。今回は上位4名
の方の成績によって団体の順位が決まるとい
うことで、私は残念ながら戦力外ということ
でしたが、大勢の皆様にご参加いただきまし
て、ありがとうございました。

幹事報告 新海 正人 幹事

〇例会臨時変更
・東京城北ＲＣ
11月17日→移動例会（11月13日 IM）



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ンサ ー クラ ブ 東京立川ロータリークラブ
◎会 長 波多野 晃夫 ◎ 幹 事 新海 正人 ○ 副会長 倉内 淳 ○ 副幹事 比留間 一義
□ クラブ会報委員長 田代 和也 副委員長 篠原 幸宏 委 員 堀田 弘一郎 宮﨑 正巳 金井 一三 遠田 努

☆萩原道雄様（東京世田谷南ＲＣ・卓話講師）本日は色々
ありがとうございます。

☆波多野晃夫会長・新海正人幹事⇒第2750地区 会員委員会
クラブ情報委員会委員長 萩原道雄様ようこそお越しくだ

さいました。卓話、よろしくお願いいたします。
☆比留間孝司会員⇒萩原道雄さん、いつも大変お世話になっ

ております。今日の卓話よろしくお願い致します。
☆田中伸彦会員⇒先週の多摩分区ゴルフで、個人優勝しま
した。また団体でも武蔵村山が優勝しました。

地区大会では優勝しない程度に頑張りましょう。
今日はこれから地区会議で沖縄に行って来ます。

◆ 今回計 ２５,０００円 累 計 ４９８,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 小澤 秀人 親睦委員 ）

委員会報告

〇ゴルフ部 比留間 一義 会員
13日に行われた多摩分区の親睦ゴルフのほうで武蔵村山ＲＣ
が優勝。11月8日、地区の決勝大会があります。10名参加を
予定していますので、奮って参加をしていただきたいと思い
ます。場所が武蔵カントリークラブ豊岡コース。
【新海幹事より】
当日が例会日と重なっている為、午後7時から平成の間の会
場で夜間例会に振替をしたいと考えています。
詳しい内容等は、また至急連絡さしあげたいと思います。
当日慰労会も兼ねお祝い気分を盛り上げたいと思います。

〇比留間 孝司 会員
先週10月13日に、地区立法検討委員会の会議のほうに参加
しました。前の全員クラブ協議会で報告がありました、人頭
分担金の値上げが相次ぐことに歯止めをかけるような決議案
の定数を図る、それと標準クラブ定款の中にクラブの目的と
いうのが入っているけどもクラブ自体が目的化するものでは
ないということ。それと定款である五大奉仕部門の中に奉仕
の理念的なところをより明確に謳うために4つのテストの趣
旨を入れると、作文とか言葉の話だけじゃないかという意見
も若干出ましたが、概ねこれを了承して、ぜひ次回の規定審
議会のほうに、当地区のほうから上程しようということで最
終的なとりまとめになりました。
今後については、また次年度も地区立法検討委員会、引き続
き地区の委員会として存続するということですので引き続き
報告があると思いますのでまずは先週末はそういった決議が
なされた、当地区でのコンセンサスが図れるということだけ
は報告したいと思います。

〇情報委員会、社会奉仕委員会 内野 均 会員
毎年恒例でございますデエダラ祭りの参加ということで、こ
ちらはロータリーの意義と活動について、広報活動を行うと
いう目的で皆様に毎年参加していただいております。
今回も10月の21日 土曜日・22日日曜日に2日間に渡りまし
てデエダラ祭りが開催されます。こちらで毎年恒例になって
おりますチューリップを配布しながら、ポリオのパンフレッ
トだとかロータリーの事についての広報活動をしていきたい
と思っております。当日21日土曜日の参加が19名で、22日
日曜日の参加が16名となっております。時間は9時半から20
時まで。会場的にはそうなっております。実際ロータリーの
ほうは4時くらいに引き上げるかたちになると思います。
日曜日のほうは9時から4時までということになっております
のでよろしくお願いいたします。集合時間は、情報委員会と
社会奉仕委員会の方は朝8時半集合ということでよろしくお
願いします。その他の会員の方は、21日土曜日9時集合とい
うことでよろしくお願いいたします。翌日9時に皆さん集合
ということでよろしくお願いいたします。

卓 話

第2750地区 会員委員会

クラブ情報委員会委員長

萩原 道雄 様

1904年の後、時代は相当の荒れた世界なので、少しは社会的な
ことをやろうということが発端なんです。そうこうしているう
ちにだんだんＲＣが増えてきて、7～8年たった時に、社会奉仕
というものを、ロータリーの基本的なものの基本的な考え方に
しようと。ひとりが奉仕するのではなくて、ロータリーのみん
な、つまり我々が奉仕をすることによって、より大きな社会貢
献ができるというふうになった。ここまで発達したのはロータ
リーの理念が卓越したんですね。その理念は何かというと、言
葉では奉仕の理想。その奥底にあるもの超我の奉仕です。たぶ
ん我々のような日本の文化から考えると、我々の伝統的な文化
の奥底には当然信徒と仏教が入り混じって、理念というか奥底
の信念みたいなものがあるわけです。そこを我々が受け継いで
いる。そこを考えると、自己ではない利他ではないかと、私は
勝手に考えている。でもこう考えるといろいろとつじつまが合
う。それと時代が変わってまいりましたから、昔はＲＣだって
男性しか入れてなかった。それがもうアメリカでは、20年前に
裁判になって女性会員も入れなきゃいけないとなって、今や女
性会員が全体の15パーセントから20パーセント。日本はまだ5
～6パーセントですが。それによって性別・人種すべて受け入
れる。その意味で、会員の多様性が実現したといえる。日本の
ロータリーの会員は減ってしまって、それでも今かろうじて8
万人くらいに踏みとどまっているかんじで。これからロータリー
というものの、奉仕というものを、しっかり実現するには会員
を増やさなければいけない。会員を増やすために、ロータリー
はなにを考えるか。基本的にはこの理念。超我の奉仕というも
のを、会員全員がしっかり心の中にとどめて、困ったときには
超我の奉仕、つまり利他というものを基準として、今後を考え
るということが大事。それと会員の多様性の実現ですから、そ
ういう意味ではわがクラブも今のところまったく恥ずかしいと
ころで、女性会員がいないので、なんとか3年以内にいれよう
ということやっているが、女性というものは日本の社会でも地
位をあげようということを政府もやっているが、ＲＣもやはり
女性がいないとおかしいと。つまり我々の社会は、男と女で成
り立っているのであって、それは男だけで成り立つクラブがあっ
ても構わないが、ロータリーというのはもはや社会的な存在な
ので、女性がいないのはおかしい。そんなようなことで、なぜ
ロータリーが発展したかちょっと考えてみたいな。ということ
でお話をさせていただきました。
経営理念。企業にとって根本的な価値、どのような価値観をも
つかが、すごく大事だと最近言われています。企業理念が全社
員に浸透していることが大事と言われています。ロータリーで
も超我の奉仕、利他の心がしっかり根付いていることが大切で
ある。
次は会員増強ですが、ポイントは会長の指針です。次のポイン
トは、高い目標と強い意志が大切。活動としては、私が所属す
るクラブでは、年2～3回の親睦会（飲み会）を、青年会議所Ｏ
Ｂの方が中心となって開催しています。また、赤坂ＲＣでは、
異業種交流会を積極的に活用している方がいます。合わせて新
入会の方に、留まって戴くために3年未満の方に勉強会を開催
しています。
次に米山記念奨学についてお話をします。この事業をするため
には奨学金がなければ出来ない。その為には、寄付が必要。皆
様の寄付と世話クラブ・カウンセラーの心の交流で成り立って
いる。※米山記念奨学事業については卓話資料を参照 超我の奉
仕を通して 将来、世界（母国）とを結ぶ「懸け橋」となって、
世界の平和構築を目指すのが究極の目的である。

今、比留間さんが言われましたように、世の中いろいろ変わっ
ておりまして、本当に驚くのは2750地区では、米山友愛クラブ
のさらに米山Ｅクラブがイークラブ、インターネットを使った
というプランもできてて、イークラブも確か3つか4つあります
ね。そんな具合にこれからますますインターネットを使ったＲ
Ｃのロータリーの活動もどんどん増えていくのではないかと思
われます。私自身はちょうどロータリーに入会して
21年です。還暦の時に入ったので、今が81なので21年間です。
精神的な年齢は56.7歳。実際の体力測定などをするとたぶん
60代後半から70代前半という感じです。毎日ちょっとした筋ト
レとあと歩き回る、それと冬はスキーをやる、それと春と秋は
ゴルフをやる。そんなことをやっております。それとあと健康
の秘訣を申し上げると、頭を使うということがあると思ってお
りまして。実は70歳の時に駿河台大学の修士課程に入ったんで
す。なんと総代で卒業しまして。せっかくなので博士課程まで
行ってやろうかと思って、東洋大学を優秀な成績で入学して、
1年間授業料半額となりました。
それでは、最初は会員増強について、クラブの基盤を強化する
のは、やはりある程度の会員がいなければできない。適正な奉
仕活動をするのは、50～60人は必要だろうと考えています。
まず最初に皆さんと復習です。
なぜロータリーが発展したのか、考えていきたいと思うのです
が。
ロータリーというのは、1904年に職業の違った仲間が集まって
たぶん当初は、お互いの職業で相互扶助から発展させようと思っ
たに違いないです。
それぞれの事業所をくるくる回っていくからロータリーだと。


